
.NET Framework 2.0の開発にあたっ

ては、入門／学習向けとしてVisual

Studio Express Editionというツール群

が提供されています。これらのツール

は無料であっても、デザイン画面での

ドラッグ＆ドロップによるコントロー

ルの配置やウィザードによる開発、

コード記述時のインテリセンスサポー

トといった機能を備えており、強力で

高機能なツールであるということがで

きます。ただ、残念なことに上位の他

のVisual Studioと比較すると機能的に

一部制限されている部分があります。

Windowsアプリケーションを開発する

うえではデータベースとの接続の制限

が最も残念な点だと言えるでしょう。

Express Editionの中で、C#を利用

してWindowsアプリケーションを開発

できるものがVisual C# 2005 Express

Edition（以下C# Express）です。C#

Expressでもデータベースを利用する

アプリケーションは開発できるのです

が、C# Expressのウィザードから接続

できるデータベースはローカルマシン

に置かれたMDFファイルに限定されて

います。また、このMDFファイルへの

接続には、SQL Serverの中でもSQL

Server 2005 Express Edition（以 下

SQL Express）のみが持つユーザーイ

ンスタンスという機能が利用されてい

ます。このため、一見するとC# Express

では、たとえばSQL Server 2000を利用

するクライアント／サーバー（C/S）型

のシステムは構築できないかのように

思われてしまいます。

しかし、実はちょっとした工夫でC#

ExpressでC/S型のシステムを開発す

ることが可能になります。この記事で

は、まずローカルのMDFファイルを利

用するWindowsアプリケーションを構

築し、そのアプリケーションをSQL

Server 2000を利用するC/Sシステムに

拡張します。

また、このアプリケーションの開発

の中で、データベースとの接続を行な

う部分を独立したクラスライブラリと

して作成し、そのライブラリの機能拡

張をテストツールであるNUnitを利用

しながら行なう方法を説明します。

ツールのインストール

この記事では以下のツールを利用し

ています。これらのツールのインス

トールは、ダウンロードしたファイル

を実行し、ウィザードに従って設定を

行なうことで簡単に終了します。

・C# Express

（http://www.microsoft.com/japan/ms

dn/vstudio/express/vcsharp/）

C# Expressのインストール時に同時に

SQL Expressもインストールされます。

ただし、SQL ExpressにはSP1が提供

されていますので、Windows Update

などからSQL ExpressのSP1の適用を

行なうようにしてください。

・NUnit

（http://www.nunit.org/）

NUnitは簡単なプログラムの記述でク

ラスの動作をテストすることができる

ツールです。執筆時点での最新バー

ジョンは2.2.8となっています。.NET

Framework 1.1用と2.0用があるので、

2.0用（NUnit-2.2.8-net-2.0.msi）をダウ

ンロードし、インストールします。

NUnitは主にテスト駆動と呼ばれる

開発方法論と共に広く利用されていま

す。テスト駆動開発では、まずクラス

が実装するべき動作を検証するための

プログラムをテストとして記述します。

テストを記述した後で実際のクラスの

動作をプログラミングしていきます。

まずテストの記述から開発作業が進め

られるため「テスト駆動」開発と呼ば

れています。この記事の中でもテスト

駆動開発を少しだけ取り入れています。

利用するデータベースの作成

作成するアプリケーションは、最終

的にはSQL Server 2000上のデータベー
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スを利用することとします。最初にこ

のデータベースと利用するテーブルを

作成しておきましょう。

SQL Server Enterprise Managerを利

用して「sampleDB」という名前のデー

タベースを作成します。その中に「商

品番号」「商品名」「在庫数」を管理す

る「zaikoTable」を作成します（表1・

図1）。

前述したとおり、C# Expressでは直

接このsampleDBを利用することはで

きません。このため、sampleDBの実体

であるMDFファイルをSQL Server 2000

から取り出し、C# Expressで利用する

こととします。

MDFファイルを取り出すには、まず

SQL Server 2000のサービスを停止しま

す。通常「C:¥Program Files¥Microso

ft SQL Server¥MSSQL¥Data」といっ

たフォルダに「sampleDB_Data.MDF」

という名前のMDFファイルができてい

るはずです。これがsampleDBの実体

になります。このsampleDB_Data.

MDFファイルをどこか適当なフォルダ

にコピーしておきます。

作成するサンプルアプリケーション

は、ひとつのソリューションの中に3つ

のプロジェクトを含みます（図2）。

・DBにアクセスするクラスライブラリ

（DBaccess）

・テストを実行するクラスライブラリ

（DBaccesstest）

・Windowsアプリケーション

（DBsample）

まず最初にWindowsアプリケーショ

ンであるDBsampleプロジェクトを作

成し、そこに2つのクラスライブラリを

追加します。

C# Expressを起動し、メニューから

「ファイル」-「新しいプロジェクト」を

選択します。ここでWindowsアプリ

ケーションテンプレートを選択し、プ

ロジェクト名を「DBsample」として作

成します。

作成したソリューションに新しいプ

ロジェクトを追加するには、ソリュー

ションエクスプローラの「ソリュー

ション‘DBsample’」を右クリックし、

［追加］-［新しいプロジェクト］を選択

します。現在のプロジェクトを保存す

るよう求められますが、ここでは適当

な場所を指定して保存しておきます。

そして、新しいプロジェクトとしてク

ラスライブラリテンプレートを選択し、

プロジェクト名を「DBaccess」として

［OK］ボタンをクリックします。

同じようにして「DBaccesstest」と

いう名前でもうひとつのクラスライブ

ラリを追加します。

クラスライブラリとして追加した

DBaccessプロジェクトとDBaccesstest

プロジェクトには自動的にClass1.csと

いうファイルが作成されますが、この

ファイルは使いませんのでそれぞれ削

除しておきましょう。
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完全無欠のデータベースアプリケーションを作るには 

図1：zaikoTable

表1：zaikoTable

syohinID

syohinName

zaiko

int 4 主キー

varchar 50

int 4

項目名 データ型 サイズ

sampleDBデータベースへのアクセス権について

この記事の中では説明を簡便にするために、sampleDBデータ

ベースへの接続にユーザー名「sa」、パスワード「sapassword」

を使用することとします。実際の運用ではセキュリティを十分に考

慮して、適切なデータベース接続を利用するようにしてください。

サンプルアプリケーション
の構造

図2：ソリューションの状態




